パリに響く音の風景 by 大岩 昌子
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二〇一九年の四月から三か月間、パリに滞在した。本学の在外派遣研
究員として、調査
・
研究を目的としたものだった。
　
短期間と
は
い
え、
住む場所を
あ
ら
か
じ
め決め
て
お
き
た
い。
ま
ず
こ
う考え
たのは、昨今、パリのホテルの宿泊料やアパートの賃貸料が高騰しつづけているからだ。そこで、今回の受け入れ先であるパリ第八大学の同僚に尋ねたところ、パリ東部に広がるヴァンセンヌの森にほど近いアパートを紹介してくれた。　
森そのものは、パリの一二区に入っている。しかしアパートは、ペリ
フェリックと呼ばれる環状高速道路のすぐ外側にあたり、厳密にはで
は
な
く、
シャラ
ン
ト
ン
・
ド
・
ポ
ン
と
い
う郊外の街に立地す
る。
自分に
は
馴染みのない地域ではあっ ものの の街なかと比較して三分の一の賃貸料で、メトロ（地下鉄）八号線 駅リヴェルテ ら徒歩十分足らず、またパリの周囲を走行するトラム（路面電車） 駅から約五分という立地条件は、たいへん魅力
的だった。なにより、今回の滞在を未知の
自分を発見する時間にした という、やや年甲斐もない感情に背中を押されて、迷わずこのアパートに滞在しようと決めた。その半年後、新元号が「令和」になったという速報をスマホで確認 つつ、羽田からシャルル
・
ド
・
ゴール空港へ向けて飛び立った。
＊
＊
＊
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
今
回
の
渡
仏
に
は、
具
体
的
に
以
下
の
四
つ
の
目
的
を
携
え
て
い
た。
第
一
に、
院生以来「聴覚心理音声理論」の研究を続けてきたが、その初期に書か
れた書物『耳と言語（仮題）
』（アルフレッド
・
トマティス著）の翻訳を
進めること。次に、最近の科研費研究『遅延聴覚フィードバックシステムの外国語教育への応用』に関連する補完実験と、今後の研究方針を検討す
る
こ
と。
さ
ら
に、
執筆中の
『ヨーロッパ
の
チーズ文化
（仮）
』
に関す
る情報収集と、実践編としてあらゆるチーズを味わうこと。そして四つ目、
同じ
く執筆中の
『教養の
た
め
の
フ
ラ
ン
ス音楽
（仮）
』
に関し、
文献を
収集するとともに、現在パリで奏でられているクラシック音楽を実体験すること。　
本論では、とくに四つ目の取り組みを中心に据えながら、パリの現在
や過去の姿の一端を報告したい。
＊
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＊
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
パリの魅力はさまざまに語られるが、そのひとつは、街のいたるとこ
ろで癒しを与えてくれ 街路樹の存在ではないだろうか。今回私を迎えてくれたパリは、その代表格、プラタナスやマロニエの青葉が春の訪れを感じさせる、まさに んな季節だった。凱旋門から延びるシャンゼリゼ大通り、モネの睡蓮の大作と印象派の絵画を所蔵するオランジュリー美術館があるチュイル ー公園、元老院の警備が厳しいリュクサ ブール公園、世界遺産のセーヌ河岸など 名所はも より、誰も気にとめない路地でさえ樹木に守ら ている、それがパリである。　
ただ、今回は少々様子が違っていた。現在のパリは、やや大げさな言
い方をすれば、街中が工事現場の
ような様相を呈している。二〇一〇年
パリに響く音の風景
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に制定された「グラン
・
パリ法」にもとづき、交通網が拡大される工事
だ
け
で
な
く、
二〇二四年に開催さ
れ
る夏季オ
リ
ン
ピック
の
た
め
で
も
あ
る。
フランス大革命の発端の場として有名なバスティーユ界隈でさえ絶えまなく工事が行われ、粉塵や騒音がひどい。この地区のオペラ座を訪れる観客は、やや興ざめするにちがいない。また劇場でいえば、セーヌ右岸沿いにそびえ立ち、パスカルが気圧実験をしたことで知られる「サン
・
ジャックの塔」近く、向かい合って建てられたシャトレー座とパリ市立劇場も、ともに大改築中であった。
「一九年秋にリニューアルオープン」
とあった垂れ幕が正しければ 今ごろは再開していることだろう。　
ところで、今日のパリ首都圏の居住環境を築いたのは、言うまでもな
く皇帝ナポレオン三世の率いる第二帝政期（一八五二～一八七〇）当時のセーヌ県知事、ジョルジュ
・
ウジェーヌ
・
オスマンだ。実質十七年間
の帝政期に、二〇〇キロに及ぶ新街
路が建設され、下水道普及率も六〇
〇キロに達している。ヴァ センヌの森、そしてパリ西部に広がるブーローニュの森の改造、
北部の
モ
ン
ソー公園、
南部の
モ
ン
スーリ公園な
ど小
公園に象徴される都市公園が、この時期に整備された。取り壊しになった住宅も多いが、新たに建設された家屋 三四、
〇〇〇にのぼるという。
こ
う
し
た
都
市
改
造
は、
治
安、
住
宅、
衛
生
と
い
っ
た
深
刻
化
し
た
都
市
問
題
・
 
資本主義の矛盾を抱えて、旧体制からパリが大きく変容することを余儀なくされた結果と言える。　
この観点からみると、今回のパリ大都市圏構築の構想は、ナポレオン
三世による「パリ拡大計画」に比する、文字通り新たな転換期プロジェクトとして位置づけられるのではないだろうか（十九世紀の「パリ拡大計画」では、それまでの全一四区が全二 区に再編された）
。
＊
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生ま
れ変わ
る
と
い
え
ば、
パ
リ
の
メ
ト
ロ
の進化が著し
い。
一九〇〇年の
パ
リ万博をきっか
けに開通したメトロは、現在では一四路線が走行。例え
ば、新凱旋門のあるパリ西部の新都市ラ
・
デファンスから、シャトー
・
ド
・
ヴァンセンヌに至る一号線は、凱旋門、シャンゼリゼ大通り、ルー
ブル美術館にアクセスできるため、観光客にもっともよく利用される路線である。スリにお気をつけください、という日本語による車内アナウンスはすっかり有名になったが、
そ
こ
に新し
い音と
し
て中国語も加わ
り、
被害者の多様化が窺え
る。
新
車両 投入された一号線駅にはすべて柵が設けられ、無人運転が実現され
た。
最後に敷設さ
れ
た一四号線も、
同様に無人運転だ。
私が
よ
く利用し
た八号線は郊外ま
で延び
る最長路線で、
バ
ス
ティーユ、
レ
ピュブ
リック、
グランブルバール オペラ、マドレーヌ、コンコルド、アンヴァリッドなど、にぎやかな地区を通過するもうひ つの観光路線。ただリニューアルが間にあわず、老朽化した車両は正直、身体にこたえた　
このように新旧入り乱
れる車両は、乗客にとって意外な落とし穴とな
る。車両のタイプ よってドアの開閉方法が異なるからだ。昔ながらのレ
バータ
イ
プ
や
ボ
タ
ン
タ
イ
プ
は、
乗降時、
自分で開け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い。
一方、無人運転の路線はいっせいに自動開閉する。こちらのタイプに慣れてしまって、開かないドアの前でじっと待っていたとき、周りの人が慌ててボタンを押してくれた。そう、パリの人たち 、その冷たさが嘆かれるものの、常に他者に無関心、というわけで ない。　
パリのメトロのアナウンスは、駅構内も車内も最小限。聞こえてくる
のは、カラオケ装置や楽器を自ら持ち込み、勝手に奏で じめる音楽くらいだ。これはかなり聞かせるレベルである ただ今回は やはり例外的だった。主に燃料税の引き下げと現政府の退陣を求めて、二〇一八年十一月から、毎土曜日に行われてきた黄色いベスト運動「ジレ
・
ジョン
ヌ」によるデモがときに過激化、その危険 回避するために駅の出入り口
を
封
鎖
す
る
と
い
う
ア
ナ
ウ
ン
ス
が
、
繰
り
返
し
聞
か
れ
た
の
だ
。
五
月
に
行
わ
れ
た
欧
州
議
会
選
挙
で
、
極
右
の
国
民
連
合
が
第
一
党
に
な
っ
た
状
況
も
、
国
民
の
閉
塞
（１）
（
2）
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感
の
表
れ
に
他
な
ら
な
い
。
こ
の
デ
モ
に
は
何
度
か
出
く
わ
し
た
も
の
の
、
私
に
は
む
し
ろ
、
デ
モ
隊
の
後
ろ
に
控
え
た
異
様
な
数
に
の
ぼ
る
憲
兵
隊
や
警
察
車
両
と
、
一
日
中
パ
リ
の
街
に
響
き
渡
る
サ
イ
レ
ン
の
音
の
ほ
う
に
空
恐
ろ
し
さ
が
感
じ
ら
れ
た
。
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パ
リ
に
は劇場が無数に
あ
る。
ふ
た
つ
の
オ
ペ
ラ座、
オ
ペ
ラ
・
コ
ミック座、
シャト
レー座、
パ
リ市立劇場、
シャン
ゼ
リ
ゼ劇場、
ブッフ
・
パ
リ
ジャン、
コメディ
・
フランセーズ……。そこに二〇一五年、近代的で音響効果が
高く評価されるコンサートホールが加わった。銀色に光る外観がかなり奇抜な、
「フィラ
ル
モ
ニ
・
ド
・
パ
リ」
だ。
パ
リ
の北東部一九区の未来都市
ラ
・
ヴィレットに建てられた音楽複合施設、シテ
・
ド
・
ラ
・
ミュージッ
クの一施設である。同じ敷地には、一七九五年に設立されたパリ国立音楽院も移転しているが、こ また改装中だった。ちなみに音楽院は、この場所に移転す
る前は九区に
あ
り、
メ
ト
ロ
の
ボ
ン
ヌ
・
ヌーヴェル
（
吉報）
駅と
グ
ラ
ン
ブ
ル
バール
（大通り）
駅の中間あ
た
り
に位置す
る
コ
ン
セ
ル
ヴァ
トワール通りに面していたが、そこは現在、フランス国立高等演劇学校の校舎となっている。　
よ
く見る
と、
こ
の校舎の壁に
は、
小さ
く
と
も感慨深い
プ
レート
が
は
め込
まれている。一八二八年、指揮者フランソワ＝アン ワーヌ
・
アブネッ
ク（
一
七
八
一
―
一
八
四
九
）
の
尽
力
に
よ
り
創
設
さ
れ
た
パ
リ
音
楽
院
演
奏
協
会
の演奏会が、ここで催されたこと、とくにエクトル
・
ベル オーズ（一
八
〇
三
―
一
八
六
九
）
の『
幻
想
交
響
曲
』（
一
八
三
〇
）、
そ
の
続
編『
レ
リ
オ
』
（一八三二）
、『イ
タ
リ
ア
の
ハ
ロ
ル
ド』
（一八三四）
、
そ
し
て
『ロ
ミ
オ
と
ジュ
リ
エ
ッ
ト
』（
一
八
三
九
）
の
い
ず
れ
も
こ
こ
で
初
演
さ
れ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
た。そもそも、アブネックが オーケストラを組織 た狙いは 当時としては前衛的なベートーヴェンの作品をパリ市民に知らせるためだった。事実、一八二八年から一八三二年までに、ベートーヴェンの
全交響
曲が演奏されている。　
そしてこの連続演奏会を聴いていたのがベルリオーズだった。有名な
『
幻
想
交
響
曲
』
は
一
八
三
〇
年
に
発
表
さ
れ
た
わ
け
だ
か
ら、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
へのオマージュと言えよう。この曲は、イデフィックスという固定楽想を各楽章に配置することで、有機的に結び付けていく。ある女性を妄想のなかで殺してしまい、断頭台へ上るといった曲想は、当時のパリでは馴染みのなかったロマン派の標題音楽の先駆けとして、文学的な要素を表現する画期的な作品と評価された。一八三〇年と言えば ナポレオン体制後の王政復古時代。シャルル十世が即位したも の、その言論統制や貴族
・
聖職者を優遇する政策に反発し、七月革命が勃発、中道の立憲
君主オルレアン公ルイ＝フィリップが国王に迎えられた年である。ヴィク
ト
ル
・
ユ
ゴ
ー
の
戯
曲
で、
華
麗
な
詩
句
で
伝
統
を
揺
る
が
し
た『
エ
ル
ナ
ニ
』
も発表された。芸術は、政治
・
社会の動きのなかから生まれてくるので
ある。
＊
＊
＊
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五月のある土曜日、朝の強い陽射しが通り雨で薄らいだころ、私は初
めてフィラルモニ
・
ド
・
パリでのコンサートに出かけた。メトロ五番線
とトラムが交差す ラ
・
ヴィレット 広場は、展覧会などのイベントを
開催できる大ホールも備えている。この日は、ファラオの墓の発見から百年を記念した展覧会「ツタンカーメン、ファラオの宝物」に大変な行列ができていた。歩みを進めると、右奥にコンサートホー の異様 姿が目に飛び込ん く 。このいびつな銀の塊が、パリ人の不評を買っていること 納得しながら、会場につながる上階へとエレベーターで昇って行った。コンサート会場では、日本と同様 事前 ダウンロ ドしてお
い
た
チ
ケット
の
ＱＲ
コード
を
ス
マ
ホ
で見せ
る
だ
け
で入場で
き
る。
土曜の
昼下がりのコンサートというこ もあり、二〇〇〇以 客席はカジュアルな装いの観客でほぼ埋め尽くされていた。　
この時は、たまたま日本か
ら研究に来ていた友人のひとりと一緒だっ
たのだが、そもそもコンサートには誰と行くのがもっとも快適なのだろう、そんなことを私はつねづね自問して る。アメリカで四年、フスで一年足らずを過ごした作家の永井荷風は、コンサートに大勢で出かけ
る
の
は
信
じ
が
た
い
と
書
い
て
い
る。
ち
な
み
に
荷
風
は
大
変
な
音
楽
好
き
で、
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フランス滞在中、足繁く音楽会に通い、最新の音楽に親しんでいたようだ。
『早稲田文学』
（第二期三五）に掲載された論文「西洋音楽最近の傾
向」でも、当時最先端の作曲家としてドイツのリヒャルト
・
シュトラウ
スとフランスのドビュッシーを対比しつつ、ドビュッシーについて、欧州全体の音楽界が「其の日までは聞いたことのない新しい音楽を生み出した」などと批評している。　
フィラルモニ
・
ド
・
パリは本来パリ管弦楽団の本拠地だが、今回はパ
リの伝統あるパドル
・
オーケストラによる演奏だった。プログラムのタ
イ
ト
ル
は「
ベ
ル
リ
オ
ー
ズ
と
そ
の
友
人
た
ち
」。
彼
の
作
品
を
中
心
に、
ジ
ョ
ル
ジュ
・
ビゼー、ニコロ
・
パガニーニ、フランツ
・
リストなど、同時代の
作曲家の作品を集めた親しみの持てるプログラムだ。ベルリオーズの作品と
し
て、
『ファウ
ス
ト
の劫罰』
か
ら
〈ハ
ン
ガ
リー行進曲〉
と
〈妖精の踊
り
〉、
ヴ
ィ
オ
ラ
独
奏
付
き
交
響
曲『
イ
タ
リ
ア
の
ハ
ロ
ル
ド
』
か
ら〈
巡
礼
の
行
進
〉、『ロ
ミ
オ
と
ジュリ
エット』
か
ら
〈愛の場面〉
。
ジョ
ジュ
・
ビ
ゼーの
『カルメン』から〈第一組曲から間奏曲〉
、パガニーニのヴァイオリン協
奏曲か
ら
『ラ
・
カ
ン
パ
ネッラ』
、
リ
ス
ト
の
『ピ
ア
ノ
と
オーケ
ス
ト
ラ
の
た
め
のハンガリー幻想曲』
。
　
言うまでもなく、パガニーニはイタリアから、リストはハンガリーか
ら入ったエトランジェ、いわゆる異邦人であるが、一八二〇年から四〇年代のパリには数多くのエトランジェがやって来ていた。カルクブレンナー、
ロッシーニ、
マ
イ
ヤ
ベーア、
ウェーバー、
ヒ
ラー、
ショパ
ン、
ベッ
リーニ、
オッフェン
バック、
ド
ニ
ゼッティ、
タール
ベ
ル
ク、
ヘ
ラー、
ワー
グナーなど 枚挙にいとまがない。リストは一八二三年にパリに到着したものの、外国人というこ で、パリ音楽院に 入学していない。それでもパリで十二年間過ごし、ショパ 、ヒラーやタールベルクなどとともに、華やかなサロンでヴィルトゥオーゾとして活躍した。　
今回のコ
ンサートでパガニーニの『ラ
・
カンパネッラ』を演奏したの
は、
一九九五年ボ
ル
ドー生ま
れ
の
Shuichi O
K
A
D
A
で
あ
る。
ボ
ル
ドーの
コ
ンセルヴァトワールを経てパリ国立音楽院に入学、さまざまな国際コン
クールで受賞した新進気鋭のヴァイオリニス
ト
だ。
す
で
に
サ
ル
・
プ
レ
イ
エ
ル、
シャン
ゼ
リゼ劇場、サル
・
コルトーなどでもソリス
トとして演奏している。作曲家のパガニーニはジェノヴァに生まれ、九歳ですでに自作
の
カ
ン
パ
ネ
ッ
ラ
変
奏
曲
を
演
奏
す
る
な
ど、
天才ぶりはヨーロッパを驚愕させたが、一方で金銭的に苦境に立たされたベ リオーズを助けたといった、数々の逸話が残されて
い
る。
『ラ
・
カ
ン
パ
ネッラ』
は、
本来は
パ
ガニーニ『ヴァイオリン協奏曲第二番』の第三楽章として作曲されているが、こ 楽章だ
け演奏さ
れ
る
こ
と
も多い。
O
K
A
D
A
は
卓越した技量でその曲 弾き切るだけでなく、若さ溢れる奏法で、楽しく愉快な曲調をみご に再現していた。子供の
ころオーケストラでヴァ
イオリンを弾いていた友人 は、感慨もひとしおだっ ようだ。評判の音響は
と言え
ば、
一曲が短い今回の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は判断が難し
い
も
の
の、
私の耳に 豊かでありながら奥行きの深い、同時にクリアさも兼ねそなえた、すぐれたもののように聴こえた。
＊
＊
＊
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七月王政時代の芸術的な界隈のひとつに、現在の九区の一部にあたる
ショセ
・
ダ
ン
タ
ン地区が
あ
る。
山頂の
サ
ク
レ
クール寺院が白く輝く、
モ
ン
マルトルの丘の南麓だ。この地区で、古典的な建築様式がひと わ目を惹くのは、ノートル＝ダム＝ド＝ロレット教会である。古代ギリシャへの憧れからか 当時ギリシャ独立戦争で注目されたからであろうか この地区は、新しいアテネを意味するヌーヴェル
・
アテーヌと呼ばれるよ
うになり、多 芸術家が移り住ん そ 象徴的建築が、四角い中庭を取り囲む建物スクワール
・
ドルレアンである。ショパンや作家のジョ
ルジュ
・
サンドが住んでいたことはよく知られているが、作家のアレク
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サ
ン
ド
ル
・
デ
ュ
マ（
父
）、
パ
リ
音
楽
院
ピ
ア
ノ
科
教
授
の
ジ
ョ
ゼ
フ
・
ヅ
ィ
メ
ル
マ
ン
一
家、
ピ
ア
ニ
ス
ト
兼
作
曲
家
の
フ
レ
デ
リ
ッ
ク
・
カ
ル
ク
ブ
レ
ン
ナ
ー、
シャ ル＝ヴァランタン
・
アルカン、クララ
・
ラヴィデーなど、当時活
躍中の芸術家た
ち
が集って
い
た。
ショパ
ン
の
『ピ
ア
ノ協奏曲ホ短調』
は、
このカルクブレンナーに献呈され、一八三二年にパリ音楽院で開催された慈善演奏会の折に披露されている。　
当時の
こ
と
で興味深い
の
は、
ピ
ア
ニ
ス
ト
に限ら
ず、
ス
ク
ワール
の
ほ
ぼ全
世帯に
ピ
ア
ノ
が
あった
こ
と
だ。
も
ち
ろ
ん
こ
う
し
た地区の特質で
も
あ
る
が、
ピ
ア
ノ
と
い
う楽器が
こ
の時代に圧倒的人気を博し
て
い
た証拠と
も
い
え
る。
フランス革命後の一七九八～一七九九の間 、パリ音楽院では「クラヴサ
ン
（チェン
バ
ロ）
」
が
「ピ
ア
ノ」
に
とって変わ
ら
れ
た。
ピ
ア
ノ製造を手
掛けるエラール社が開発したダブル
・
エスケープメント
・
システムのお
かげで、同音反復（連打）が可能となり、ロマ 派音楽の
時代に移行し
ていく。音楽の変化は、こうし 楽器 進歩に負う部分も大き 。オンド
・
マルトノなどの電子楽器も、二十世紀の新しい「現代音楽」を生み
出している。なお現在のスクワール
・
ドルレアンは、ほぼ当時と変わら
な
い
姿
を
見
る
こ
と
が
で
き
る。
た
だ
し、
現
在
の
入
居
者
は
芸
術
家
で
は
な
く、
その多くは商社になっていると聞く。今回、スクワールの受付にショパンやアルカンの話をふってみたが、まったく興味を示されなかった。現実に引き戻された瞬間だった。
＊
＊
＊
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
の
地
区
か
ら
セ
ー
ヌ
川
方
面
に
降
り
て
行
く
と、
ガ
ラ
ス
屋
根
で
覆
わ
れ
た
アーケード街、パサージュ
・
クーヴェルが見えてくる。十八世紀末から
十九世紀初頭のパリは道路が未整備だった め、あ 通りから別の通りに抜け
る、
い
わ
ゆ
る近道と
な
る
パ
サージュが多く建設さ
れ
た。
こ
の時代、
鉄やガラスなどの資材を豊富に用いた建築様式が、現実のも になったわけだ。ヴァルタ
・
ベンヤミン
の『パサージュ論』では、パサージュ
の
二
義
性、
す
な
わ
ち
異
質
な
二
つ
の
空
間
が
結
び
つ
け
ら
れ
る
通
路
で
も
あ
り、
人々が憩う場所で
も
あ
る
と語ら
れ
る。
文字通り、
空間や時代が交差す
る
パ
リを象徴するパサージュ。例えば、パサージュ
・
ジュフロワはカフェや
雑貨屋、おもちゃ屋等が軒をつらね、一八六四年に開業されたホテル
・
ショパンが現在 営業中だ。奥に続くパサージュ
・
ヴェルドーには、古
書や古版画屋の店が並び、落ち着いた雰囲気を醸し出している。ただこのところ、多くのパサージュは、観光客を対象としたレストラン街に変貌しつつある。時代に合わせたこの変化もまた、ひ つの通過点なのかもしれない。
＊
＊
＊
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
今回の滞在では、受け入れ機関のパリ第八大学やパリ第三大学をはじ
め、コレージュ
・
ド
・
フランス、パリカトリック学院などで多くの研究
者と
の出会い
が
あった
が、
加え
て思い
も
か
け
な
い嬉し
い出会い
も
あった。
チ
ー
ズ
関
連
の
情
報
収
集
も
ひ
と
つ
の
目
的
と
し
た
た
め、
チ
ー
ズ
熟
成
士
フ
ィ
リップ
・
アレオス氏への取材が決まっていた。氏は、フランス労働省よ
り
熟
成
士
と
し
て
の
功
績
が
認
め
ら
れ、
唯
一、
「
チ
ー
ズ
熟
成
士
の
巨
匠
」
と
い
う称号が授与されている。凱旋門の近くでチーズショップ 経営 一方、その近くに ーズの熟成庫を持っている。 の熟成工程を見学するには、通常、地方の不便な場所 訪ねる必要があるので、取材側としてはパリで見られるのは大変魅力的だった。　
取材日、熟成庫を訪れると、アレオス氏がご家族で迎えてくれた。す
でに三人のお子様たちもチーズの世界を継いでいると こと 六十歳を過ぎているはずだが、そのエネルギッシュな雰囲気にやや圧倒されながら、
わ
れ
わ
れ
は頭か
ら足の先ま
で
ビ
ニール
カ
バーで覆い、
宝箱を開け
る
よ
うな心持で、地下の熟成庫へと降りて行った。一時間半を予定し いたインタビューがけっきょく三
時
間
半
に
お
よ
ぶ
ほ
ど、
アレオス氏の説明は熱を帯びた
ものになった。白
（
3）
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カビタイプのカマンベール、シャウルス、ウォッシュタイプでもマイルドなポン＝レヴェックやルブ ション、やや癖のあるエポワス、マンステールやマロワール、山羊タイプのサント＝モール
・
ド
・
トゥーレーヌ
やプリニィ
・
サン
・
ピエール、加熱圧搾タイプのコンテやイタリアチー
ズも含め、ひとつひとつのチーズの歴史やテロワー との関係、そして熟
成
方
法
な
ど
を
専
門
家
と
し
て
詳
細
に
語
っ
て
く
れ
た。
な
か
で
も、
「
大
切
な
のは充分な時間をかけること」というひとことが、とりわけ印象に残った。ご自身や日本の消費者の好みなどにも話が及び、日本の食文化にも造詣が深い方であることもわかった。　
そして取材後なんと、当初予定していた、写真などを使用するだけな
く、私が計画していた書籍を、氏とのコラボで製作することに決まったのだ。たいへん荷の重 仕事ではあるが、フ ス食文化の大きな部分を担うチーズにこうして携わることを、あらためて誇りに感じている
。
　
パリといえば、チーズやワインを含めたフランス料理を思い浮かべる
方が多いと思うが 世界の食文化を存 に楽し る もパリの魅力と
つ
で
あ
る。
今回の滞在で
は、
チ
ベット料理の
パ
ン
「パ
レ」
、
ウ
イ
グ
ル料
理のピラフ「ポロ」
、カンボジア料理の塩辛「プラホック」
、ジョージア
料理の餃子「ヒンカリ
、エチオピア料理の主食「インジェラ」
、レバノ
ン料理の
「フ
ン
ム
ス」
、
な
ど、
世界の食の記憶が新た
に刻ま
れ
た。
本国か
らフランスにわたってきた人々 持つそれぞれの背景 思うと、複雑な気持ちにならざるを得ないが、こうした多様性は一方で、確かにこの国の懐の深さを生みだしている。
＊
＊
＊
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
パリ大学の起源は、十二世紀初頭のノートルダム大聖堂の司教座生学
校である。それだけに、四月十五日に起きた大火災はやはりショッキングな出来事であった。復活祭直前の悲劇は大 な話題となった。メディアでは火災直後から再建方法が議論
、報道され、また一週間も経たない
うちに、ピアニストのラン
・
ランなどの大御所を集めたチャリティーコ
ンサートがコメディ
・
フランセーズで開催、テレビ中継もされた。いま
だ問題は山積のようだが、アレオス氏が言うように、大切なのは「充分な時間をかけること」なのだから、フランスは今後、想像もつかないほどの時間をかけて、歴史を取り戻しつつ、何世紀も持続する再建方法を見つけていくと信じたい。　
天候不順や疲労により、やや体調を崩していたこともあって、帰国の
フライトでは眠り込み、今回の滞在 ゆっくり振り返る間もなく羽田到着してしまった。ヨーロッパは 現 たった十二時間で行き来できるが、その昔は、船旅で二か月近くかかる遠い存在だった。移動時間が極端に圧縮されたこと 、全く異質な文化である他者に対して身体的精神的にじっくり時間をかけて近づ という、本来 べき過程が喪失された。こうして人類は、無謀な越境を自らに強
いてしまったのかもしれな
い。そう考えると
「無為な時間を過ごすことを恐れない」
、今回辿り着
いたこうした境地はあながち的外れではないように感 る。スピードと効率が求められる現代 若干逆行するが、一方では、人生百年時代を豊かに過ごす生き方へのヒントとなるのでは いかと私 思 。　
今回の滞在では、自らの興味や好奇心に従った結果、さまざまな分野
や場所を横断する日々を過ごすこと った。 の中で得られた、インターネットとは異次元の体感性や多面的な広 りは、まさに小説の中仕掛けられた装置のように、今後の自分に変化をもたら てくれるこを願いたい。　
末筆ながら、このような有意義な機会を与えてくださったすべての皆
様に、改めて深く感謝申し上げます。注（
1） 羽貝正美
「近代都市計画と
パ
リ都市改造」
『総合都市研究第』
五八号、
一九九六。
（
2） 同論文。
（
3） 今谷和徳
・
井上さつき『フランス音楽史』二〇一〇。
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